
 
 
 
 
 
 
 

第 1639 回例会  

平成 22 年 12 月 6 日(月) 
18：30～ 美登利２Ｆ 年次総会 

 

１．開会点鐘       

２．国歌斉唱          「君が代」 

３．ロータリーソング      「奉仕の理想」 

４．出席報告 

会員総数 67 名 出席者数 55 名 

  出席率 82.09％ 前回修正出席率 86.57％ 

 

５．会長スピーチ      会長 谷脇 良樹君 

みなさん、今晩は。 
12 月の第一週は年次総

会です。この後よろしくご

審議お願いします。 
日本のRCの会員数が速

報値で 89,600 人となり、9
万人を割りました。一時は

12 万人を上回った時もあ

ったのですが、会員増強も

大切な事で、IDM もあと 1
組を残して開催してくれ

ましたが、今まで以上の会員候補をよろしく推薦の程

お願いします。 
みなさん、メーキャップに行った事ありますか？よ

そのクラブのいい所を見て、自分のクラブのいい所を

発見するよい機会です。 
いつでも月～金曜（一部土曜日）もどこかで例会は

ありますので、お声をかけてくれれば一緒に行きます。

ぜひ。それではこの後よろしくお願いします。 
 

６．幹事報告        幹事 上野山 雅也君 
○例会臨時変更のお知らせ 

 海南西ＲＣ 

  12 月 9 日（木）→12 月 12 日（日）  

槙尾山 施福寺 

風猛山 粉河寺 

12 月 16 日（木）→12 月 18 日（土） 

ロイヤルパインズホテル 

（クリスマス家族例会） 

 橋本紀ノ川ＲＣ 

12 月 14 日（火）→12 月 14 日（火）19：00～ 

あじせん坂のうえ萬（移動忘年例会） 

 粉河ＲＣ 

12 月 15 日（水）→12 月 15 日（水）18：30～ 

木曽路 和歌山店（家族同伴忘年会） 

 岩出ＲＣ 

12 月 16 日（木）→12 月 18 日（土）18：00～ 

岩出市商工会館２Ｆ 

 和歌山ＲＣ 

12 月 21 日（火）→12 月 21 日（火）17：30～ 

ホテルグランヴィア和歌山（年末家族会） 

 和歌山城南ＲＣ 

12 月 30 日（木）→12 月 23 日(木・祝)18：00～ 

アバローム紀の国（クリスマス家族例会） 

 那智勝浦ＲＣ 

1 月 6 日（木）→1月 6日（木）12：30～ 

熊野那智大社「初詣例会」 

○休会のお知らせ 

 和歌山ＲＣ 12 月 28 日（火）1月 4日（火） 

 粉河ＲＣ 12 月 29 日（水） 

 海南ＲＣ 12 月 29 日（水） 

 那智勝浦ＲＣ 12 月 30 日（木） 

 岩出ＲＣ 12 月 30 日（木） 

 海南西ＲＣ 12 月 30 日（木） 

 

７．年次総会 

 

次年度（2011 年 7 月～2012 年 6 月） 

理事役員予定者 

会 長 田村健治君 承認済み 

会長パスト 谷脇良樹君 承認済み 

会長ノミニー 花田宗弘君 

副 会 長 中村文雄君 

幹 事 山畑弥生君 

会 場 監 督 岩井克次君 

会 計 上中嗣郎君 

理 事 宮田敬之佑君 

理 事 魚谷幸司君 

理 事 桑添 剛君 

理 事 中西秀文君 

理 事 宇恵弘純君 
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８．閉会点鐘 

 
次回例会 

  第 1640 回例会  平成 22 年 12 月 13 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12：30～ 

誕生祝い・結婚祝い 
 会員卓話：PETS 報告  

田村健治会長エレクト 
 

 
 
 
 
○一般ニコニコ 
柳生 享男君  本日、娘の家の上棟式をしました。 
新理事のみなさん 
 
 
 
 
 
 

ロータリーと国連が 

共通の目標に向けて活動 
 

11 月 6 日、「ロータリー国連デー」の一環として識

字率向上、水、保健、青少年活動に関するパネル討論

が行われ、1,100 人以上のロータリアン、国連関係者、

ロータリーの青少年プログラムの参加者が出席しま

した。ニューヨークの国連本部で毎年行われるこの会

合では、ロータリーと国連による協力関係が祝われ、

国連の活動を援助し、世界中の人々の生活を向上させ

るロータリーの識字、水、保健の分野におけるプロジ

ェクトが高く評価されます。 
65 年間におよぶ国連との協力の歴史をもつロータ

リーは、多くの国連機関を監視する経済社会理事会よ

り、非政府組織の諮問機関として最高の地位が与えら

れています。パネル討論の序盤、ユニセフの保健主任

兼プログラム担当副ディレクターであるミッキー・チ

ョプラさんは、世界における子どもの保健を改善し、

ポリオ撲滅に向けて国連と協力するロータリーの貢

献へ称賛の意を表しました。ロータリーと国連は、世

界保健機関や米国疾病管理センターと共に、世界ポリ

オ撲滅推進計画を推し進める主導パートナーとなっ

ています。「私たちの協力関係は、ポリオ撲滅を達成

する上で欠かせないものとなっています」とチョプラ

さん。「この病を世界から駆逐するために意欲と熱意

をもって活動するロータリアンは、貧困やきれいな水

といった子どもにとって重要な世界的問題にも取り

組んでくれています」また、世界保健の分野における

私的機関と公的機関の協力として、ロータリーとユニ

セフの間における協力関係ほど大きいものはない、と

チョプラさんは話します。「献身的なロータリアンと

足並みそろえて活動できることに、ユニセフは誇りを

感じています」とチョプラさん。「これまで成しえて

きたことを土台に、私

たちはより一層の努力

をして前進していかな

ければなりません」識

字率向上に関するパネ

ル討論では、ユネスコ

の教育アドバイザーで

あるエリザベス・フォ

ーダムさんが、世界に

おける成人と青少年の

識字率向上において国

連が達成してきたことについて話をしました。 
「この 20 年間で、成人の識字率は 8 パーセント、青

少年にいたっては 11 パーセント上昇しました」とフ

ォーダムさん。「このような明るい変化が見られるも

のの、まだ成されるべきことが多く残っています」 
フォーダムさんによると、読み書きができない成人は

世界で 7 億 9,600 万人おり、その内 3 分の 2 は女性

だそうです。「発展途上国の多くは、社会経済的な活

動を行っていく上で必要な識字レベルを満たしてい

ない」ことをフォーダムさんは指摘します。 
フォーダムさんは、ロータリーによる継続的な財務

支援や識字率向上に対する理解に感謝の言葉を述べ

ました。「すべての人々が読み書きできるように活動

を推進していくことは、ユネスコ、ロータリー両組織

にとって重要な目標です」とフォーダムさん。「識字

能力の剥奪は、基本的人権の剥奪であるも同然で、社

会参加、権利拡大、経済発展の機会を否定するもので

す。ものごとの発展には識字能力が欠かせず、あって

当然のものなのです」 
ウィリアム B. ボイド元 RI 会長は、水に関するパ

ネル討論の中で、RI と米国開発庁（USAID）の国際

H2O 協力の一環として、ガーナ、フィリピン、ドミ

ニカ共和国で実施した水と衛生のプロジェクトにつ

いて話をしました。「ロータリーは世界という舞台で

活動しているということ、そして多くの団体がロータ

リーと協力したいと考えていることが明らかになっ

てきています」とボイド元会長は述べます。「米国開

発庁などの大きな組織と協力関係を結んでいるロー

タリーは、大規模な水プロジェクトを通じて、世界中

の人々の生活に特大の変化をもたらしていくことが

できるのです」討論のパネリストには、国連で事務総

長に対する水対策顧問をしているフレデリック・ピシ

ュケさんや、ペプシコ財団のクレア B. リオンさんと

いった人物も含まれていました。ユニセフ保健部門の 
Policy and Evidence の分野で主任を務めるナンシ

ー・ビンキンさんは、子どもの生存率の向上といった

面における進展と、残された課題について説明をして

くれました。ニューヨークで国連への RI 代表を務め

る H. ブラッドレー・ジェンキンスさんが行事の司会

進行役となり、シルバン M. バーネット Jr.さん、ロ

バート A. コルタスさん、ウィリアム A. ミラーさん、

ヘレン B. リースラーさんも、RI 代表補欠としてこ

れに加わりました。 
 

会報委員会    委員長：吉野 稔  副委員長：木地義和  委員：土井元司 楠部賢計  阪口洋一 上田善計


